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第１学年保健体育科（体育分野）学習指導案 

日  時：令和４年７月６日（水）５時間目 

対象学級：二戸市立金田一中学校 １年 A 組 

                              （男子16名 女子13名 計29名） 

指 導 者：金 野 華 子 

１ 単元名 運動やスポーツの多様性 

２ 内容のまとまり 第１学年及び第２学年 H 体育理論 

３ 単元の目標 

 （１）運動やスポーツが多様であることについて、理解できるようにする。「知識及び技能」 

 （２）運動やスポーツが多様であることについて、自己の課題を発見し、よりよい解決に向けて思

考・判断するとともに、他者に伝えることができるようにする。「思考力、判断力、表現力等」 

（３）運動やスポーツが多様であることについて関心をもち、主体的に学習の進め方を工夫・調整

し、粘り強く学習に取り組むことができるようにする。「学びに向かう力、人間性等」 

４ 単元について 

 （１）生徒について 

   ア 令和４年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査生徒調査票の質問紙調査を１学年の生徒

に実施した。主な質問項目の結果は以下の通りである。 

 

 

 

 

 

 

 

イ 質問項目１の肯定回答は 93％、質問項目２の肯定回答率は 97％と運動やスポーツへの興

味・関心が高いことが分かった。また、質問項目３の肯定回答率は 86％と将来運動やスポー

ツをすることに前向きな考えを持っている生徒も多いことが分かった。 

   ウ 保健体育の授業では、体を動かすことや仲間とスポーツを楽しむ生徒が多く見られる。運

動やスポーツの多様性を学ぶことによって、今後も継続していこうとする意欲につなげ、保

健体育の学習が自身の生活を健康で明るいものにする要素になっていることに気づく生徒

をさらに増やしたい。 

 （２）教材について 

     本教材は、体育分野における運動の実践や保健分野との関連を図りつつ、豊かなスポーツ

ライフを実現するための資質・能力を育成するため、第１学年では、運動やスポーツの多様

性を、第２学年では、運動やスポーツの効果と学び方を、第３学年では文化としてのスポー

ツの意義を中心に構成されている。 

これらの内容は、主に、中学校期における運動やスポーツの合理的な実践や生涯にわたる

豊かなスポーツライフを送る上で必要となる運動やスポーツに関する科学的知識等を中心

に示されている。 

これらの内容について学習したことを基に、思考し、判断し、表現する活動を通して、体

育の見方・考え方を育み、現在及び将来における自己の適性等に応じた運動やスポーツとの

多様な関わり方を見つけることができるようにすることを大切にする教材である。 
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 （３）指導について 

     本単元の指導にあたっては、運動やスポーツに関心が高い生徒にも、そうでない生徒にも、

写真や映像などの教材を工夫することで、運動やスポーツが多様であることについて理解さ

せたい。また、話し合い活動で様々な意見や考えを交流させ、その中から運動やスポーツが

多様であることについて自分なりに考え、仲間に伝える場面を設定したい。さらに、生徒が

興味・関心をもっているオリンピック・パラリンピックの内容を扱ったり、運動会などの経

験を振り返ったりして、学習に積極的に取り組ませたい。 

 スポーツの多様な楽しみ方については、「する」の観点を中心にして授業を展開し、自己に

適した生涯における運動やスポーツへの楽しみ方を考えさせることで、保健体育科の目標で

ある豊かなスポーツライフの実現へとつなげていきたい。 

 （４）校内研究との関わり 

   ①生徒が自分で調べたことや考えたことを、わかりやすく文章に書く指導の研究 

    ・発問に対して自分の考えをペアやグループ内で交わす場面の設定 

    ・見本となる生徒の「分かりやすい文章」の共有 

   ②生徒自身が、学習の成果を実感できる振り返りの研究 

    ・視点を与えた振り返りによる学習内容の理解の深まり 

・振り返りの内容の共有とそれを活かした授業づくり 

   ③生徒の間違いを認める雰囲気を作り、その中で授業を進める工夫 

    ・生徒の発言を大切にした授業展開 

    ・生徒が思考・判断したことを主体的に発表できる場面の設定 

 ５ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①運動やスポーツは、体を動かした

り、健康を維持したりするなどの必

要性や競技に応じた力を試したり、

記録等を達成したり、自然と親しん

だり、仲間と交流したり、感情を表

現したりするなどの多様な楽しさ

から生み出されてきたことを、言っ

たり書いたりしている。 

②運動やスポーツには、「する、見る、

支える、知る」などの多様な関わり

方があることを、言ったり書いたり

している。 

③世代や機会に応じて、生涯にわたっ

て運動を楽しむためには、自己に適

した運動やスポーツの多様な楽し

み方を見つけたり、工夫したりする

ことが大切であることを、言ったり

書いたりしている。 

・習得した知識を活用して、

運動やスポーツとの多様

な関わり方や楽しみ方に

ついての自己の課題を発

見し、よりよい解決に向け

て、思考し判断するととも

に、自己の意見を言語や記

述を通して他者に伝えて

いる。 

・運動やスポーツが多様で

あることを理解すること

や、意見交換や学習ノート

の記述などの、思考し判断

するとともにそれらを表

現する活動及び学習を振

り返る活動などに積極的

に取り組んでいる。 
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６ 指導と評価の計画（３時間） 

時 主な学習活動 知 思 態 評価方法 

備考 

研究との 

関わり 

（丸数字） 

１ 

・運動やスポーツの必要性と楽しさを理解する。 

・運動やスポーツの必要性と楽しさの学習に積極的

に取り組む。 

①  〇 

知：問答 

  学習ノート 

態：問答、観察 

  学習ノート 

① 

２ 

・運動やスポーツへの多様な関わり方を理解する。 

・運動やスポーツへの多様な関わり方について、ス

ポーツイベントにどのように関わることができ

るかを考える。 

② ○  

知：問答 

学習ノート 

思：問答 

  学習ノート 

② 

本時 

３ 

・運動やスポーツの多様な楽しみ方を理解する。 
③   

知：問答 

学習ノート 
③ 

７ 本時の指導（３時間目/全３時間） 

（１）目標 

   ・世代や機会に応じて、生涯にわたって運動やスポーツを楽しむためには、自己に適した多様 

な楽しみ方を見付けたり、工夫したりすることが大切であることを、理解することができる。 

【知識】 

（２）展開 

段階 学習活動 指導上の留意点 
研究との関わり（丸数字）・評価

（◇） 

導入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７分 

１ 既習事項の確認、前時ま

での学びを想起する。 

 

 

 

２ 運動やスポーツをどの

ように楽しんでいたか、自

己の経験を振り返る。 

 

３ 学習課題の提示 

 

・運動やスポーツの楽しさに

ついて確認する。 

・多様な関わり方の中の「す

る」に焦点を当てる。 

 

・生徒が自分のこととして考

えられるように、教師自身

の経験を示す。 

 

 

 

 

 

③生徒の発言を大切にした

授業展開 

展開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 多様な楽しみ方を３つ

のグループに分類する。 

 

 

 

５ 資料を活用して、運動や

スポーツの多様な楽しみ

方を整理する。 

 

・写真を提示し、同じ運動や

スポーツでも多様な目的

や楽しみ方があることな

どを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運動やスポーツには、どのような楽しみ方があるでしょうか。 
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33 分 

６ 社会人になってからも

運動やスポーツを楽しむ

工夫について考え、発表す

る。 

 

 

 

７ 自己の今後のスポーツ

ライフについて考え、記入

する。 

 

 

 

 

８ 記入した内容について

グループで交流し、代表の

生徒は全体で発表する。 

・運動やスポーツを生涯楽し

むための工夫について整

理する。 

・三つの間（仲間、空間、時

間）について確認する。 

 

 

・運動が得意な人だけでな

く、自己に適した楽しみ方

を見つけたり工夫したり

することが大切であるこ

とを想起する場面を設定

する。 

 

・三つの間を工夫することを

記入している生徒につい

て、全体で発表するように

指示する。 

③生徒の発言を大切にした

授業展開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③生徒が思考・判断したこと

を主体的に発表できる場

面の設定 

終末 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 分 

９ 学習のまとめ 

 

 

 

10 学習を振り返る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・習得した知識を活用して、

自己に適した課題を発見

できるように助言する。 

 

 

 

 

 

 

 

◇【知識】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

振り返りの例 

〇運動やスポーツの楽しみ方は多様なので、私も自分に合った楽しみ方を見つけて、豊か

なスポーツライフを送っていきたい。 

〇結婚しても子どもが生まれても、朝早くランニングするなど時間を工夫して、運動を続

けていきたい。 

 自己に適した多様な楽しみ方を見つけたり、工夫した

りすることが大切である。 


